
医中誌とメディカルオンラインの 
利用事例 

奈良県立医科大学図書館 
大瀬戸 貴己 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
奈良県立医科大学附属図書館では
医中誌とメディカルオンラインをどのように利用しているのか。



本学の概要 

 平成１９年度 公立大学法人 
 

 医学部のみの単科大学 
   医学科   学生    ６２７名 

          大学院生 １０３名 

   看護学科 学生    ３４７名 

                （Ｈ２３．５．１現在） 

 

 来年度より看護学科大学院設立予定 
    図書館では・看護学図書の独自分類を見直し 

            ・看護関連図書購入の予算要求 

附属図書館 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
奈良医大は平成19年度に公立大学法人となる。
医学部のみの単科大学。
学生数は医学・看護合わせて1000人ほど。

来年度に看護学科の大学院設立予定。
図書館では、今まで看護分野の図書に関してNDC分類ではなく
当館独自の分類を使用。
カリキュラムに沿っていない・新しい概念（グリーフケア）
この機会に独自分類の見直し



当館の近況 

 日曜無人開館スタート（Ｈ２３．９．１８～） 
   平日：有人開館／土･祝日：無人開館 

   日曜：無人開館 

 

 闘病記文庫の一般貸出スタート（Ｈ２３．１０．３～） 
 

                      対象 
 

 ないとちゃん１歳に 
  昨年８月誕生 奈良県立医科大学附属図書館の広報担当 

  ちらし、ポスターのほか、うちわやクリアファイルにも 

奈良県立医科大学
附属病院診察券 

橿原市立図書館 
利用者カード 

休館日は年末年始のみ！ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・日曜の無人開館が9月18日よりスタートした。
　これまでは土曜日と祝日は開いていたが、日曜は休館
　日曜開館により、休館日は年末年始のみになった。

・今までは図書の貸借をしていなかった。
　これからは闘病記文庫コーナーにある資料について貸出可能に！
　対象者　奈良医大附属病院の診察券を持っている人
　　　　　　（近所）橿原市立図書館利用者
　カードをそのまま図書館の貸出カードに

・奈良医大図書館のキャラクター、ないとちゃんが誕生して一年が過ぎた。
　ちらしやポスターの挿絵として、またグッズにも起用



文献検索の流れ 

文献を探す 
医中誌 メディカル 

オンライン 

国内の文献を探すときはまず医中誌で検索 
（メディカルオンラインへは医中誌経由で） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
文献を探すときはPubMedや医中誌を検索する。

最初からメディカルオンラインで検索することはほとんどない。

メディカルオンラインへは医中誌経由で。
あるいは、オンラインジャーナルリストから。



ＨＰでは…医中誌 

文献検索 

医中誌（医学中央雑誌）Ｗｅｂ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「文献検索」
PubMed
CINAHLと同じ並び



ＨＰでは…メディカルオンライン 

オンラインリソース 

メディカルオンライン 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
医中誌とは全然ちがうところ
見つけづらい？

「オンラインリソースリンク集」
EndnoteやScience Directなどと同じ並びにあり



医中誌①文献検索実習 

 対象：看護学科３年生（研究テーマを絞る段階） 
 時期：４月下旬 
 国内文献→医中誌を活用 
 マッピング機能、絞込み検索、履歴検索、出力 
 近隣の看護専門学校生にも同様の実習（６月頃） 

研究を始めるのは 
４年生になってから！ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
例年４月下旬、授業のひとコマを使い
看護学科３年生対象に文献検索実習を行っている。
OPACやCINAHLとともに医中誌の利用法を説明
　研究の中心は国内文献なので、医中誌を活用する

医中誌については、マッピング（自動的にシソーラスがくっつく）・絞込み・履歴
出力方法などについて説明

同様の講義を近隣の看護専門学校生にも

看護学科3年に説明するが、実際に研究が始まるのは4年になってから
→あらためて文献検索方法を尋ねる学生も



医中誌②代行検索 

 学外利用者からの所蔵資料検索希望 
 医療従事者が多い 
 文献リスト持参の場合もあり 
 利用者と話しながらキーワードを決め、検索 
             ↓ 

検索結果から 
よりよいキーワードを探す 
（シソーラス用語を活用） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
学外利用者の文献検索は図書館スタッフが代行しておこなう。
学外利用者には、看護師など医療従事者が多い。
・参考文献のリストや検索結果リスト持参の場合→所蔵検索
・リストを持っていない場合→OPAC、「医中誌」を検索
学外利用者と話しながらキーワードを決定し、検索する。
検索結果を見てより適切なキーワードを探す。




医中誌③ＩＬＬ検索 

 文献複写依頼・受付 
 書誌事項特定に利用 
 ・学会が重なる時期 
 ・看護学生の研究開始時 

（学生） 
研究開始 
文献検索 

繁忙期 

（学生）ＩＬＬ複写申込 
（司書）ＩＬＬ申込受付 

（司書） 
書誌事項検索 

     同時期に医中誌を多用 
 

※２０１１年４月 同時アクセス可能人数４人→８人（今までの倍！） 

           になったが… 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
書誌事項
医中誌のユーザー数を４人から８人に。

通常業務には差し支えないが、繁忙期は倍のユーザー数でも依然と変わらない。

繁忙期（特に看護学科４年生の研究スタート時）に集中するのは当然のこと。



医中誌④診療ガイドライン検索 

 ＥＢＭのステップ２ 

 国内文献＝医中誌  ※国外文献→ＰｕｂＭｅｄ 

 １９８３年以降対象（医中誌オンライン提供範囲） 
 絞り込み検索 
 シソーラスを活用  医中誌を使いたおす 
 履歴検索 

医中誌の検索が上達する 

他のサービス向上につながる 

文献検索 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
EBMに基づく診療ガイドラインが作成される
司書はEBMのステップ２「根拠となる情報の収集：文献検索」を支援

奈良医大では今年
６月　上顎骨骨切ガイドライン
７月　前立腺癌診療ガイドライン（改訂）　　の検索を担当

さらに１０月　腎障害患者におけるヨード造影剤に関するガイドライン





メディカルオンライン 

【従来】 
 電子ジャーナルパッケージのような使い方 
【今後】 
 医薬品検索（「くすり」データベース） 
  関連文献へのリンクあり 
  →患者さんのレファレンスに 
  →診療ガイドラインの予備検索に 

新たなデータベースとして利用 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜従来の利用＞
メディカルオンラインは医中誌①～④のすべてにおいて利用している。
利用の仕方→オンラインジャーナルのよう。フルテキストがあればリンクをする。
＜これから＞
リニューアルされ、文献だけでなく、くすりやプロダクト（医療機器）の検索もできる。
横断検索も可。
■闘病記の一般貸出によって増えるだろう一般利用者のレファレンス
自分が処方された薬について。
疾患から調べることも可能。
■診療ガイドラインの予備検索に
検索結果に含まれる具体的な医薬品名で、どんな薬かを調べる。
→新たなデータベースとして利用する



期待すること 

医中誌 
古い医中誌の遡及 
  →書庫スペース確保のため 

 

メディカルオンライン 
医中誌へのリンク 
  →レファレンスに活用するため 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■医中誌へ期待すること
医中誌の古い分（1983年以前）の遡及。
奈良医大では書庫に古い医中誌が大量にあり、スペースをとっている。
オンライン化すれば、スペース確保へつながる。
スムーズに利用できる。
■メディカルオンライン
「くすり」の検索で、関連文獻へのリンクあり。
医中誌へリンクがあれば当館の所蔵有無も調べることができる。
よりレファレンスに活用できる。
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